
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《最新 ICT活用取り組み紹介》 

これまでの最新 ICT を使った病気療養の子どもの様々な

体験、交流に向けた取り組み事例をビデオで紹介します。 

１）アバターロボット活用 

～竿燈まつり体験、 

横手雪まつり体験、等 

２）メタバース活用 

～秋田県の特別支援学校の地域魅力紹介、 

全国特別支援学校子ども作品展示、等 

３）リアル電子空間(デジタルツイン)活用 

～校内作品展示会 

       
        

       
        

          

                  
                  
                  
                 

                  
                     
          

          

       
        

       
        

          

                  
                  
                  
                 

                  
                     
          

          

令和６年度 病気の子どもの教育支援フォーラム 

ＩＣＴ活用による児童生徒 
支援の新たなる可能性 

時間や場所の制約を超えて、いつでも気

軽にアートを楽しめる仮想近代美術館「メ

タバース×キンビ」が誕生しました！ぜひ、

新しいアートの世界をご体感ください！ 

 

秋田県教育庁生涯学習課 
秋田県立近代美術館 

特別企画のみ 

参加の方は 

申込不要 

です。 

病気や障害、不登校などの児童生徒のため、オンラインやメタバース等のＩＣＴを活用すること

により、学びの保障や社会経験の拡充など大きな効果をあげています。会場では、最先端のアバター

ロボットの体験やＩＣＴを活用した先進事例の紹介コーナーを用意しています。 

日時：令和 6年 11月 16日（土） 10：30～15：00 

会場：カレッジプラザ秋田（秋田市中通 秋田明徳館ビル 2階大会議室） 

一般財団法人） 
ニューメディア開発協会 

ブース 
① 

ブース 
② 

《実機デモ》 

現在多くの病気の子ども

が、アバターロボットを学校

に設置し、病院や療養中の自

宅等から遠隔操作して、友達

と一緒に授業やイベントに参

加しています。会場では実際

に kubi、Temi の操作を体

験できます。 

               
                                          
                              
                                         

                                          
            

                             

               
                                          
                              
                                         

                                          
            

                             

お気軽に 

お立ち寄りください。 

ICTを活用した学習支援体験コーナー 

｢メタバース×キンビ｣空間（広場） 

｢メタバース×キンビ｣空間（展示室と学芸員アバター） 


